
令和６年度 第１回 学校運営協議会議事録 

掲載 

校名 府立泉尾工業高等学校 

校長名 井上 泰治 

 

開催日時 令和６年６月 1４日（金） 10：00～11：30 

開催場所 本校 本館 1階 校長室 

出席者（委員） 
寺尾 真紀（会長）・中辻 佑美（副会長）・岩田 英樹（委員）・岩﨑 一哉（委員） 

湯浅 芳昭（委員）・竹村 光明（委員） 

出席者（学校） 井上 泰治（校長）・片岡 敏哲（教頭）・宮内 修司（事務長） 

傍聴者 なし 

協議資料 

学校の現状報告・令和５年度進路実績・生活指導課報告・年間行事予定表・ 

令和６年度「学校経営計画及び学校評価」・令和５年度「学校経営計画及び学校評価」 

令和７年度使用教科用図書（選定・採択）一覧表、選定理由書 

備考 なし 

 

議事等次第順 

校長挨拶 

１．学校協議会について（本年度委員の紹介）（会長・副会長の選出・承認） 

２．学校の現状について 

３．令和６年度「学校経営計画及び学校評価」について 

４．令和７年度使用教科用図書の採択について 

５．その他 

閉会のことば 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

１、 会長・副会長に選出・承認 

今年度（会長） 寺尾 真紀 委員 （副会長）中辻 佑美 委員   

２、 学校の現状について 

 ・令和５年度卒業生 94名、令和６年度入学生 105 名と 10 名増  

 ・令和６年度選抜において、セラミック科・工業化学科 35 名のくくり募集（全体で 140 名の募集）  

  志願者 105 名 倍率 0.75 倍 倍率は過去６年間で最高であるが、募集定員割れは続いている。 

 ・生徒数の減少に伴い、教員数７名減（令和６年度 49 名 令和５年度 56 名） 

 ・府立高校再編整備で本校・東淀工業・生野工業の３校が閉校となり新校開校。(現東淀工業校地) 

令和 10 年度開校予定。本校と東淀工業は新校開校に合わせて募集停止。 

 ・令和６年度主な取り組み・企業連携 

メタバース空間におけるイベント「ミニ万博」への出展 アバターを活用したファッションショーの開催 

万博 STEAM教育プログラムを活用した支援授業  

（株）徳間ジャパンコミュニケーションズとの企業連携 歌手の舞台衣装のデザイン及び制作 

タビオ奈良（株）との企業連携 コラボ商品の開発・販売  産業教育フェアにて商品の販売予定 

 ・各種イベント・体験入学・学校説明会 

  進学フェア・産業教育フェア別日開催 進学フェア（7/30 府立体育館）産業教育フェア（8/4 近畿大学 11月ホール） 



・働き方改革への取り組み 

定時退庁日の設定（毎週水曜日）生徒・教職員の下校（退庁）時刻 16：45 教職員 17：00 

会議の精選・スピードアップ・ペーパーレス化 

部活動大阪モデルの実施（バレー部・吹奏楽部）、部活動外部指導員の活用（剣道部・軽音楽部） 

Google フォームを活用した各種アンケートの実施・集計 

Google フォームを活用した欠席・遅刻等の連絡確認 （6 月より試験実施） 保護者アカウントの活用 

 ・令和 5年進路実績 

  94 名（学校斡旋就職 60名（67％）・進学 20 名（21％）・公務員１名（１％）その他 13 名（11％）） 

  求人件数 2248 件求人数 2332 就職者 60 名 求人倍率 38.9 倍 就職内定率 100％  

 ・生活指導課報告 

  遅刻指導について放課後指導や遅刻指導習慣などを設けて指導を実施 R5 年度遅刻数 1261 件  

  目標値の 1200 件に少し及ばなかったが、今年度も引き続き遅刻数の減少に努める。 

３．令和６年年度学校経営計画及び学校評価について 

 ・教員の相互授業見学（６月、１０月）の実施   

 ・電子黒板、短焦点プロジェクター、１人１台端末を活用した授業の推進 

 ・検定・資格取得に向けた指導の充実。ジュニアマイスター取得者の増加 

 ・基本的生活習慣の確立 遅刻者数 1200 件以下を目標に継続的に指導を実施 

 ・いじめの未然防止・早期発見 （ＳＣ・ＳＳＷ等の活用・年 3回のいじめアンケートのフィードバック） 

 ・地域、企業と連携した取り組みを推進し、工業高校の学習内容についての理解を広める。 

 ・働き方改革に係る取り組みの充実（欠席・遅刻連絡のデジタル化、ペーパーレス化、デジタル採点・ＷＥＢ出願） 

 説明後、全員賛成で議決 

４．令和７年度使用教科用図書の採択について 

 ・令和７年度使用教科用図書一覧表、選定理由書、使用教科用図書を閲覧 

ご意見） 

 ・令和６年度志願者の地域分布はどうなっているか 

  → 大正区からの志願者が最も多く、地域から厚い信頼を得ている。ファッション工学科について府下唯一の学科

であることから、吹田市や岸和田市など幅広い地域から志願がある。 

大正区・近隣の地域の中学に関して、管理職で中学校訪問を行い、学校の現況や在校生の状況等について 

丁寧に伝えていくことを考えている。 

  

次回の会議日程 

日時 令和６年 11月８日（金）９：30～ 

会場 本校 本館 1階 校長室 

 


